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干 した後 、次の よ うに語 った』
「早死 す ることが不幸で あ り、災難

であ り、悲劇 であると言 うの な ら、で

は寿 命が尽 きる前 に霊 界 に入 り、そ し

て最終的 な救 いと昇栄 を得 る こと より

もこの世 にとどまる方が も'っと好 ま し

い ことで あるとで も言 うの で あ ろ う

か。 もしこの 世 で生 き続 けることが完

全な状態 であるのな ら、死は失望 で し

か あり得 ない。だが福音 の教 えに よれ

ば、死 には何 ら悲劇 はな く、悲 劇は罪

の中 にの み存 在す るの である。

私 たちの知 識は少 ない。私 た ちの判

断 力も限 られてい る。 私 たちは しば し

ば主を裁 くことがあ るが 、その知 恵 は、

最年少 の子 供が親の 決め たことにつ い

てとやか く言 う、その知恵 に も遠 く及

ばない。・・…・

私た ちの生活 を支配 してお られ るの

は神である。 また、私 た ちに導 きと祝

福 を与 えて くだ さるの も神 で ある。だ

が神は同時 に自由意志 も与 え られ た。

私 たちは 、主 が私た ちの ために立 て ら

れ た計画に従 って寿命 を全 うす るこ と

もで きる し、また寿命 を縮 め るとい う

愚かな こともで きるので ある。私 は主

が私た ちの運命 を定 め られて いると確

信 している。私 た ちは寿 命 を縮 める こ

とはで きるが 、延ば すこ とは ほとん ど

で きないので はないか 、と私は考 えて

い る。私 たちが完全 に理 解で きる 日が

いずれ来 るであ ろう。 その ときはなか

なか理解で きな いよ うな 出来事 で も後

にな って振 り返 ってみる ときに、その中

の多くに満足 を覚 える ことであ ろう。」

次の ような勧告 に も耳 を傾 けよう。

1974年7月10日 、 ユ タ州 マ ンタイで行

なわれ たユ タ中央 部のス テーキ部 ヤ ン

グ アダル トの会 合で話 された もの であ

る。

「これ まで海 洋の ただ中で 、船 同士

の衝突に よ り、また時 には氷 山との衝

突 によ り、数々の惨事 が起 こってい る。

そ して それ に伴 い、数 多 くの人 々が命

を失 った。

だが、間 もな くその よ うな こと も起

こらな くなるであ ろう。 各船舶が レー

ダー を装備 し、衝突の危険 が迫 った場

合 、乗組員 に警 報 を発 す るようにな る

か らで あるξ録 音テ ープが 自動 的に作

動 して、暗闇 迫 る船 橋か ら 『警報発 令、

本船 は障害 物に接近 中。警報発令 、本

船 は障害物 に接近中』 と叫ぶ声 が響 き

渡 ることであ ろう。 その声は 、航 海士

が レーダース コープの と ころへ来 て,

テ ープを止め るまで叫 び続 ける。 こう

して 、船は その進 路 を変更 し、乗客 の

生命 が守 られ るの であ る。

私 は、教会 の若 人が 健全 であ り、か

つ根本 的に善良 で穏健 で あると信 じて

いる。 しか し不完全 な海図 しか持 た ず

に大洋 を航海 する こともあるの である。

浅瀬 があ り、岩礁が あ り、氷 山があ り、

他 の船舶 もあ る。警告 に従 わずに進 ん

で行 けば 、必 ず大惨事 を招 くの であ る。

教会 の指 導者 と して、 また青少年 と

その福 祉に多少 の責任 を持 つ 者 と し

て、私 は声 を大 に して青少年 に次の よ

うに 申 し上 げたい。 『あなたた ちは警

戒水域 にお り、危険 の多 い年 代 を過 ご

している。安全ベ ル トを しっか りと締

めな さい。固 く締 めて おきな さい。 そ

うすれ ば この混 とんと した世 に あって

も生 き残 る ことが でき るであ ろう。』

ここで主の み言葉 を引用 し て み よ

う。

『も しわた しが きて彼 らに語 らなか

った な らば、.彼らは罪 を犯 さな いです

ん だで あろ う。 しか し今 とな っては、

彼 らに は、その罪 について言 いのが れ

る道が ない。』(ヨ ハ ネ=15:22)警 告

が与 え られ た場 合、私 た ちは それに耳

を傾 け、生 活に取 り入 れ るべ きで ある。

また、浅瀬 や岩礁 や危険水 域 を避 けな

けれ ばな らない。」

こ こで、 キ ンボー ル大管長 が大管長

に就任 して以 来、総大 会で話 した霊感

あふれ る説教 の中 か ら少 し引 用 して再

度 注意 を促 したい と思 う。1974年4月

5日 金曜 日の大会 の冒頭で 、キ ンボー

ル大管長 は、故ハ ロル ド ・B・ リー大

管長の逝 去に触 れて弔辞 を 述 べ た あ

と、次の ように言 った。

「記 者会見 では、例 に もれず 、 『大

管長 、教会 を指 導す る立場 に立 たれ ま

したが、 これか らどうな さいますか』

と尋ね られ た。

私の答 えは こうで あった。十二使 徒

評議 員会 と して過去30年 間 、私 は現在

ある包括 的で完全 なプ ログ ラムの編 成

や方 針設定 にわずか ばか りだが 関与 し

てきた。私 は近 い将 来に 、 これ ら一 連

のプ ログラムに大幅 な変更 が加 え られ

ると は思 って いない。 だが既存 のプ ロ

グ ラムの幾つ かに特 に力 を入れ たい と

望 んでい る。今は 、私 た ちの努 力 をさ

らに結 集 し、プ ログラムを強固 なもの

とし、方針 を再確認 する時 である。

私 た ちは、今教会 の最 大の 問題 が急

速 な発展に ある ことを認 めて いる。教

会員 数の増加 ぶ りは異 常 とも言 うべ き

で 、こ こ数年 で倍増 してい る。…… し

か し数字は二 の次 であ る。 まず大切 な

ことは、すべ ての人 が永遠の 生命 を得

ることで ある。」

続 いて キ ンボー ル大管長 は、私 たち

の急 を要す る問題 につい て説 教 を進 め

た 。その中 で、国民 と しての 義務 、世

に打 ち勝つ こと、神 に従 うこと、家族

の一 致 団結 、家 庭 にお ける指 導力、離

婚 、堕 胎 、麻薬の常 用、 肉体 の不適切

な使 用 、母親 の神聖 な役割 などの問題

が説 教の対 象 となった。 そ して、最後

に次の ようなチ ャ レンジを して説教 を

結 んだ。

「これが私 た ちの プ ログ ラムで ある。

再確 認 を し、神の み業 を清 く、 まっす

ぐに、大胆 に押 し進 める こと、そ して

神を敬 う生 活 を切 に必要 と して いる世

に、 この真 理の福音 を伝 える ことであ

る。永 遠の生 命が私 た ちの 目標 であ る。

それは 、主 が私 た ちに示 して下 さった

道 に従 うことに よってのみ得 られ る。」

この 同 じテー マに基づ いて、 キ ンボ

ール大管長 は、1974年4月4日 の地 区

お よび伝道 部代表 に対す る説 教 で次の

ように激 励 した。

「現在 のス テーキ部の伝 道活動 は、

ま だまだ始 まったばか りと しか言 えな

し、o・・。・・・…

私 た ちは こ うした考 え方 を改め 、マ

ッケイ大管長の言 われ た 『すべ ての 会

員 は宣 教師』 とい う理想 に近づ くこと

がで きる。マ ッケ イ大管 長の言葉 は霊

感 によ って与 え られ た もので ある。

私 は この メ ッセー ジが新 しい もの で

な いことは百 も承知 している。 これ ま

で も何 度か この テーマで話 して き.た。

だが私 は今 、その責任 を遂行 しなけれ

ば ならない時 が到来 したと確信 してい

る。照準 を変 え、 より高 い 目標 を揚 げ

な ければな らないと考 えてい る。

教会 が組織 されて いる地域か ら送 り

出 され る宣教師 の数が増 加 して可能性

の極 限に近づ くとき、すな わち教会の

資格 あ る少年が すべ て伝 道 に 出 る と

き、それは海外 のス テーキ部 や伝 道部

が ひとつ残 らず、 自国 で働 くに十 分 な

数の宣 教師 を 自力で供給 す ると きで あ

る。 ま た新 しい地域 で伝 道 を開始 す る

に あた り、使徒 を助 けるために ふ さわ

しい人 が働 くと きで もある。 さ らに通
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年でモルモ ン経 を読 み通 し、 その中で3回 読ん だ人が12人

もい ると言 う。キ ンボ ール姉妹 は言 っている。 「いつ もど

んな結果が 出 るか胸 をわ くわ くさせて いるんで す。何人 も

の姉妹が 『チ ャ レンジをあ りが と う』 と言 って 下 さ い ま

す。 たいていの人 は、少 な くとも私 はそ う思 うんで すけど 、

勉強す るように刺激 を与 えて くれ るもの を感謝 して下 さる

のではな いで しょうが 。」彼女 は最後 に、 「だれか が私 を

もう ちょっとつつ いて くれ た らって思 って いるんで す よ」

とつ け足 した。

カ ミラ姉妹 には もうひとつ、教 える機会 があ る。家庭訪

問教師で ある。 「50年以上 も扶助協 会 に籍 を置 いてい ます

か ら、家庭訪 問も50年 以上 して きた ことにな りますね。 」

彼女は誇 らしげに言 う。 「家庭訪 問は最 も素晴 らしい機会

と言 えるので はないで しょうか 。同僚 と親 しくな って問題

を抱えて いる人た ちをお手 伝 い して 、ひと りの姉妹 を本 当

に知 るに は、その方の お宅 に実際 に伺 って こそだと、私 は

思 うんです よ。家庭訪 問の おか げで、 お互 いに親 しくなっ

て助 け合 う機 会が あるんです ものね。」

キ ンボール姉妹は その ような友 情 を大 切 に して いる。と

いうの も、世 界有数の 科学者 ヘ ン リー ・アイ リングの妹 、

スペ ンサ ー ・W・ キ ンボールの 妻 と して、彼女 の人柄 よ り

も名前 を重 ん じる人 々がい るか らで ある。彼女 は、予言 者

の奥 さんでい らっ しゃいますが 、と聞 かれ ると、いつ も冗

談めか して返事 をす るが 、その言葉 は的 を突 いている。

「私 は予 言者 と結婚 したん じゃあ りません よ。 帰還宣 教師

と結婚 したんです 。」そ してま たスペ ンサ ー ・W・ キ ンボ

ールは予言者 の妻 と結婚 したので はなか った
。彼 は貧 欲な

までの知識欲 と雄 々 しい精神 を持 った快 活 な教 師と結 婚 し

たのであ る。彼 らは、それ ぞれや り方 は違 って も互 い に励

ま し合 いなが ら一 緒 に成長 し続 けた。

彼女 は、 も し夫が30年 以上 も教会幹部 に召 され ることが

なか ったと して も、 「今 と違 って いる ことは何 もないで し

ょう」と ほほえみなが ら語 る。 「夫 はいつ も心 底教会 に献

身 してい ました。結婚 したての ときか らず っとそ うで した 。

ワー ド部の書記 だ った と して も、きっ と同 じよ うに熱心 に

働いでいたで しょう。」 実 際に彼 は、結婚2カ 月後 にステ

ーキ部書記 に召 され ている。

彼 らの生 活で たった ひとつ人 と違 うもの は、大管 長の召

しに伴 ってや って きた非常 に重 い責任 である。 「夫は今の

地上 での権 能の最終 的な拠 り所 です。」 夫 人 は穏 やかに語

る。 「その ように召 されて いるん です 。とて もた くさんの

決定 について最終 的な責任が あるんで す。夫の頼 るところ

は主以外に ないの です よ。」

キンボ ール姉妹 は家庭 を 「本当 に心の落 着 く平和 な とこ

ろ」 に して、その荷 を軽 くしようと努 めている。 「夫の健

康につ いてはで きるだけの ことを して 、家 の仕事 は しな く

てもよい ように。 そうなんで す、夫 を守 って あげたい と思

って います。夫に とって、 『いいえ』 と言 うの は一 番むず

か しいことです し、私 はいつ もそん な張 りつめ た状 態にい

る夫 を見 るめがつ らいのです 。」 もうひとつ大変 なのは 、

どうして も知 名度 が高 くなってい くとい うことで ある。

「社 交的」で ない彼女 は有名 になる ことを嫌い 、人前 に出

た り会談 をした りとい うことはで きるだ け避 け、 自分 や夫

のプ ライバ シー を大事に してい る。
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キ ンボール夫妻 が よ く行 な う家 庭のタベ は、 ゆった りと

した椅子 にか けて、一緒 に聖典 を勉 強す る ことである。キ

ンボール大管 長のの どをか ば って 、姉妹 が声 を出 して読 み

話 し合い たい所 や線 を引 きた い大 事な箇所 が あった ら中断

す る。これ まで何 回 も読 み 、何 回 も線 を引い たの で、印の

ない箇 所 がめず ら しい位 だと言 う。

「彼は気 さ くな人 です よ」 と、キ ンボール姉妹 は温 か く

言 う。彼女 はキ ンボ ール大管長の 「確 かな信仰 と絶 対の忠

実 」 を讃 え 、思考 の しか たの違 いは、ふ た りの長 い友情 を

ひ き しめて くれる コ ショウの よ うに好 ま しい ものだ と語っ

た。 「私 は例 に よって、何で もな ぜか と詮索す るのが 、彼に

はまだあ ま り理 解 できな いんです 。夫 に とって、福音 は何

の 疑問 もない もの なのです よ。」

それで も、彼 らがお互いの 人格 を絶対 的に尊 重 して いる

ことは 、はために も明 らか で ある。 その第一 の理由は 、お

互 いの高潔 さに対 して全 く疑 い を持 たない ことか ら来 る互

いの 人格への深 い信頼で ある。姉 妹 は こう語 る。

「こと善 悪 の原則 になる と
、私 たちは完全 に一致 します。

ふ た りともキ リス トが どの ように して全人 類の罪 を引 き受

けられたのか はわか らな くて も、瞭 罪が現実 の ことだ と知

っています。 私 こそ ときど き、本 当にそ うい うことが起 き

たの か しらと思 うことはあ ります が、夫 はそれが すっか り

わか ると きまで、安心 して待つ人 です。 で も福音 をい ろい

ろな状 態に どう応 用す るかにつ いての意見 は 、たとえ ば政

治に ね、いつ も同 じわ けでは あ りませ ん。 そ うい うと きは

それ ぞれ 自分の や り方で答 をみつ けます。 ど ちらかが相手

の考 えを受 け入 れな けれ ばな らない という℃ とはあ りませ

ん。 じっ くり話 し合え ば、 『信仰・の一 致 に到達』 するんで

す よ。」

この相 互の信頼 と尊敬 は、結婚 当初 か らの彼 らの生 活の

特徴 だ った。 キ ンボール姉妹 は、知 的な関心 を持つ と ころ

か ら各種 の クラブや市民 グルー プや研 究 グルー プ、教 室な

どに よ く参加 してきた。 「こ こ2年 ほ ど旅行 が多 くなるま

では 、結 婚以来毎年 何かの クラスを取 ってい ま した」 と彼

女は話す 。

しか し、それらの 活動 に熱心 な ことが即 、彼 女が家庭 を

刺 激の ない場 だ と考 えてい ることには な らな い。 「妻 や母

とい う仕事 をつま らないと思 う人 は、毎 日のチ ヤ レンジを

真 剣に考え ていないの だ と思 います よ。家 庭 は最 大の学ぶ

場 です 。学べ る もの を全部学 び取 るのに 、今の倍 働かな け

れ ばな らない位 です。勉 強に は終 りが あ りませ ん。子 供 に

は ど うい うふ うに話 を した らよいか 、それ か らもっと後に

なれ ば、良 い し ゆうとめ 、良 い おばあ さんに なるに はど う

した らよいか ってね 。」

キ ンボール姉妹の 向上への あ くな き努 力 は、姉 妹 自身を

発奮 させ るだ けで な く、接す る人 々にも刺 激 を与 える。彼

女は言 う。 「責任 に押 しつ ぶ される ように感 じている人 た

ちがい るで しょう。義 務 を果 たす ことは成長 の一番 て っと

り早い機会 、一 番良 い方法 だと思 うんで す よ。女の人 た ち

はこ うした機会 に敏感 でなけ ればな らないと思 います。社

会の 関心事 、 自分の家庭 、教会 の奉 仕 を通 じての成長 に。

人生 ってとて も お も しろいです よね。何 もか も全 部で きる.

って い うわけにいか ないのが 、困 るんで すけ ど。人生 はつ

ま らない とい う女性 たちには、 やき もき しち ゃい ます。」
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ところが教会 へ入 って間 もな く、彼

は両親に伝道 に出たい 旨を話 し、伝道

中に両親か らの援助 をも らえ るか ど う

か尋ねた。 もちろん、両親 にはそ んな

気は さらさらなか った。彼 らには 、息

子の している ことが信 じられ なか った

か らである。彼 らは 、学校 を休 学す る

ことが いかに愚かな ことであ るか 、彼

に説 いて聞かせ た。彼が 医者 にな るた

めの勉強 もや っと軌道 にの りかけ たば

か りだか らと言 うので ある。 だが 彼は

どうして も伝 道に出 たいと思 い、 自分

で貯金 を し、何 人かの友 人か らも援 助

を受 ける ことに した彼に届い た召 しは 、

韓国伝道部 で働 くように とい う召 しで

あった。 この青年 は伝道 中の出来 事 を

話 して くれた。 まだ伝 道に 出て数 カ月

しかたた ない頃、両親 が彼 を韓 国 まで

訪ねて来 た。父親 が彼に こ う言 った。

「もうこれ位 で十 分 だろう。これ まで我

慢 して きた し、理解 も して や って いる。

さあ、家 へ帰 って勉強 を始 め よう じゃ

ないか。」両親 は彼 を家 へ連 れて帰 ろ

うとした。だが 、彼 は家 へ帰 ること を

拒んだ。 自分 の して いる ことが真 実で

あ り、正 しい ことなのだ か ら、韓 国の

人々の もとを去 る ことが できない と言

うのである。彼 は 、主 か ら韓 国へ行 く

よう召 され たので ある。 そ こを去 る わ

けに はい かなか った 。

その青年の両親 は 、大 そ う裕福 であ

った。父親 は息子 に 、学 資 を全額 出そ

うと約束 した。 だが息 子 はこ とわ った。

宣教師の責任 を放棄す る ことが で きな

かったの であ る。彼が その とき して い

たことは、医者に なる ことよ りも、も

っと大切 な ことであ った。す ると父親

は彼 に、 もし今伝道 をやめて一 緒 に家

へ帰 らな いの な ら、勘当 して しま うと

言 った 。だが彼 はそれで も伝道 をやめ

るわ けに はいかなか ったので ある。

そ して その 宣教師 は、彼 の家族 が い

かに して彼 を勘当 し、彼を しめ出 した

のか 、それを私に話 して くれ た。伝道

を終 えて帰国 した彼 には帰 れるはずの

家がなか った 。彼 は大 学へ戻 り、現 在 、学

資を稼 ぐために働い てい る。この青年 も、

予言者の指導 や助言 に従 うためな ら、

何 でも必要 な ことはする 、とい う青年

の ひと りである。教会 員 であ ることを

決 して弁解 しない人 々が存在 する。救

い主の宣教 師にな るた めに必要 な準 備

をすべ てな し、その召 しが来 るの を待

っている人々 も存在す るのであ る。
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伝 道 に出 る決心 を した人 々 の た め

に 、また その準備 を してい る人 々の た

め に、そ して、 まだ決心 を していな い

人 々の ために、私が 教会幹部 と して得

た最 も素晴 らしい体験 につ いてお話 し

た いと思 う。 それ は 、伝道の 業に従 事

している聖徒 た ちと接 した体 験 で ある。

私 た ちは管 理監督会 に あっ て多 くの偉

大 な経 験 を してい る。だが 各伝道 部 を

訪 れ 、イエス ・キ リス トの福音 を宣べ

伝 えるため に 自分の 時間 を捧 げて いる

若 い兄 弟姉妹 と接す る ことほど 、私 に

喜 びをもた らし、また私 を霊的 に高 め

て くれ るものは他に ない。私 は、この地

上 にあ って他 のだれに も与 え られな い

よ うな祝福 が宣教師た ちに与 えられ る

の を見て きた。宣教師 たちは主の 目か

ら見て特別 な人々で ある。 そ して主 は、

他 の子供 た ちに は得 られ ない、特 別の

もの を宣教師 た ちのた めに用意してい

る。義 しい宣 教師 は、他の人 の 得 られ

ないような権威 と権能 と祝福 を受 ける 。

主の業 の中 で最 も胸が 躍 るもめ 、それ

は宣教師 にな ることで あ る。

数 年間 、私 は合衆国 内で監督 を して

いた。私 たちの ワニ ド部の中 に、数人

の若 人がいて 、彼 らは末 日聖徒 と して

なす べ きことをな して 、素晴 ら しい模

範 にな って いた。彼 らは、十代 のあ る

女 の子 と知 り合いに な った。彼女 は ま

だ 教会員 で は なか った。この女の子は耳

が 聞 こえ なか ったが 、唇の動 きを読 む

訓練 は積 ん でいた。 この子 の真 っす ぐ

前 に立 って話 しかけれ ば、唇 の 動 きか

ら、しゃべ って いる内容 を理解するので

あ る。彼女 は心臓疾 患 も持 っていて 、

他 の女 の子 たちと一 緒に運 動すること

が で きなか った。

モルモ ンの少年少 女 たちは 、この女

の子 に親切で あ った。思 い や りを示 し、

よ く理解 して やってい た。彼女 も彼 ら

の応待 ぶ りが気 に入 ってい た。 また彼

らの模 範が好 きだ った 。間 もな く彼女

は宣教 師 の紹 介 を受 け、 レ ッス ンを受

け るよ うにな った。そ して レ ッ ス ン が

全 部終 わると 、彼 女は 自分 が教 え られ

た ことを皆 信 じ、彼 女の両 親にバ プテ

ス マ を受 けて よいかど うか尋 ねた。両

親 も レッス ンを全部 聞いた が、娘の よ

うに真理 を受 け入れる ことはなか った。

だが 、娘にバ プテ スマ を受 ける許 可 を

与 えた。

ある土曜 日の午後 、私 た ちはバ プ テ

スマ フォ ン トの回 りに集 ま り、この耳

の不 自由 な女の子 は水に入 った。バ プ

テスマ を施 され た後 で匁 彼女 は教 会員

と して確認 され る予 定で あった。長老

た ちが 、私 に一緒 に円陣 の中に立 って

くれる よ うに言 って来た 。私 は もちろ

ん承知 した。私 は彼 女に は長 老の言 う

確 認の言葉 や祝福 の言葉 を聞 くことが

で きない ことを知 って いた。唇 の動 き

を読 むことがで きないか らであ る。 そ

れで私 は、長老 が彼女 を教会員 と して

確認す ると き、その祝福 の言葉 をでき

る限 り細 か く憶 えて お こうと考 えた。

儀式 を終え た後 で、 その内容 を教 えて

あ げたか ったか らで ある。

私 はその長老 の言 った言葉 を聞い た

と きわが耳 を疑 った。私 には 決 して起

こりそうに思、え ない ような こと をい く

つ か宣 言 したか らで ある。だが彼は 、自

分が授 けた祝福 を主が かな えて下 さる

と信 じて疑 わなか った。

確認 と祝 福が終 わった後、私はこの女

の子 を監督 室へ招 き入れ た。彼女 は私

の前に腰 をお ろ した 彼女 を見て 私は こ

う言 っ た。「これ か ら、長老 があなた に与

えた祝 福 について お話 しま しょう。」

彼女 は私 を見 て、言 った。 「ピー ター

ソ ン監督 、私 は祝福が 聞こえ ま した。」

それ以 来、彼女 の耳 は聞 こえる ように

な った。 もう耳 が不 自由で はな くな っ

たの であ る。 またその とき以来 、彼 女

はバ レーボール もソ フ トボール もテニ

ス もす るよ うに なっ た。心臓 の病 も癒

されたか らであ る。 この癒 しは皆 、あ

の長老の信 仰 と証 と勇 気 の故 に もた

ら され たもので ある。天父の 特別な祝

福 は、 しば しばふ さわ しい宣 教師に 、

そ して伝道生活 に誠心誠 意携 わる人 々

に与 え られ る。

これ ほどの祝 福は 、他 の人 々には な

かなか して得 られないの であ る。

主 の祝福 があ って 、予言者 の勧 告に

従 ってその準 備をす ることが できる よ

うに 。宣教師 とな って世界 中に出 て行

き、 イエス ・キ リス トの福 音 を教 え る

ことで ある。 あなた方 に は、 この地上

で 特 別な召 しが 、また特別 な能力が与

え られてい る。 人々の生 活の中に 、い

ま だかつて 経 験 した こ ともない ほどの

大 きな幸 福 をもた らす ことであ る。あ

なた方は皆 、 特 別な重 要 な、また必 要

とされて いる 存 在 なの であ る。

(フ ィ リピ ン及 び韓 国 にお ける地域 総

大会青 少年の集 いの ピー ター ソ ン監督

の説 教 を収 録 した もの 。)

妬
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モルモ ン経の

発見

第 二 副 管 長

マ リ:オ ン ・G・ ロ ム ニ ー

「アメ リカを発見 した人は たれてすか 」と 、教 師か 聞い

た。た った ひと りを除 いて全 員か「コロ ンブ ス」と答 えた。

その ひと りは、 「私 てす」 と返事 を した 。 子供 た ちは笑 っ

た。 しか しこ こには 、庄 目す へき ことか提 起 されて いる。

「私て す」 と答 えた生徒 は 、実 際に 自分 て アメ リカに つい

て知識 を発 見 して いたのて ある。

予言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミスはこの ように記録 してい る。「私

は兄弟 た ちに こ う語 った 。モルモ ン経 は地上 で最 も正 確 な

書 物てあ り、私 た ちの宗 教のか なめ石て あ って 、人 かその

教 えに従 って最 も神に近 づ くことので きる書 物て ある。」

(伍5置oγyoブ 漉eCん 解cん 「教 会歴史 」4・461>

私 は 、予言者 の この言 葉か真 実て ある ことを発見 した 。

私 は子供 の頃 、ガデ ア ン トン強盗 団の話 に夢 中に な った。

当時住 んて いた メキ シコ北部の 山に はほ ら穴か無 数 にあ っ

て、 そこを探検 する とや しりな との昔 の遺 物が見つ か った。

壁 には奇妙 な絵 や象形 文字か描 いて あ って、 私はそ こか 強

盗 団の隠 れ家た ったのて はないか と考 えた。 そ して、 ほ ら

穴 にまつ わる まこと しやか な話 か後 を継 いて出 て くると、

私 はモルモ ン経の ガデ ア ン トン強盗 団の ことを何度 も何 度

も読み返 した ものて ある。

その後 、 カシア ・アカデ ミーの 高校1年 の と き、神学 の

ク ラスてモ ルモ ン経か テキ ス トに使 われ た。最近 に なって

そ の時 の ノー トにモ ルモ ン経 の各章 の内容 につ いての短 い

感 想 文か あるの を発 見 した 。

それか らも っと後 にな って、1920年 か ら1923年 ま て伝道

に出 た間に 、私はモ ルモ ン経 を もっとよ く知 る ようにな っ

た。 しか し、モルモ ン経 につ いて本物 の知識 を得、モ ルモ

ン経 を愛す る ように な ったの は、1929年 か ら1941年 の 弁護

士 を開業 した時代 てあ った。

私 か法律学校 を出 て弁 護士 試験にパ ス し、開業 資格 を得

たあと、 イエ ス ・キ リス トの福 音の標準 を守 りなか ら弁 護

士 をや っていけ るものか とうかか気が か りに な って きた。

父の 心配 もそれに拍車 をか けた。

私 は 予言 者 ジ ョセ ブが モルモ ン経 を高 く評価 して いたの

馬
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と見 ま し た。 そ して 、 い い ま し た。 「あ

した の 朝 ま で に 、 か え して お くれ 。」

メア リー は 、 モ ル モ ン け い を 、 う で に

だ い て 、 走 っ て か え り ま した 。 あ ん ま り

うれ し くて 、 足 が 地 め ん に つ か な い く ら

い で し た。 「見 て ち ょ う だ い 、 金 の せ い

し ょ よ。」

そ の 日は 、 家 ぞ くみ ん な で 、 声 を 出 し

て読 み ま し た。 日が くれ て も、 ろ う そ く

をつ け て 、 夜 お そ く ま で。 空 に は 、 ほ し

が キ ラ キ ラ とか が や い て い ま した 。

つ ぎの 朝 早 く、 メ ア リー は 、 や くそ く

どお り、 モ ル モ ン け い をか え しに 行 き ま

した。

「こ こ まで 読 ん だ の 。」

「ほ ん と うか い
。」 ム ー リー き ょ うだ

い は 、か ん しん して 、 目 を丸 く し ま した。

「も っ て 帰 っ て い い よ。 ぜ ん ぶ 、 読 ん で

し ま い な さ い。」そ れ か ら何 日か た っ て 、

よげ ん し ゃ ジ ョセ ブ ・ス ミス が 、 メ ア リ
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一 の 家 へ や っ て 来 て 、 メア リー に 会 い た

い とい い ま し た 。 メア リー は 、 と ん で 行

き ま し た。 よ げ ん し ゃ に 会 うの は 、 は じ

め て で し た。

「あ あ
、 あ の 人 が よ げ ん し ゃ だ。 な ん て

き れ い な 、 青 い 目 な ん だ ろ う。 き っ と、

わ た しの 心 が 、 わ か る ん .だろ っ な。」 メ

ア リー は 思 い ま し た 。 よ げ ん し ゃ は 、 メ

ア リー の そ ば に 来 て 、 し ゅ くふ く して く

れ ま し た 。 そ して 、 モ ル モ ン け い を 、1

ざ つ くれ ま した 。 「あ りが と う、 ジ ョセ

ブ き ょ う だ い。 わ た しの モ ル モ ン け い だ

わ。 わ た しの だ わ 。」 う れ し くて 、 うれ

し くて 、 む ね が い っ ぱ い に な り ま し た。

そ れ か ら と い う も の 、 メ ア リー は 、 な

ん ど も な ん ど も、 モ ル モ ン け い を読 み ま

した 。 そ して 、 読 む た び に 、 よ げ ん し ゃ

ジ ョセ ブ ・ス ミス の こ と を 、思 い 出 し ま

した 。 そ れ か ら … … そ うで す 、 は じめ て

読 ん だ 、 あ の と き の こ と を。
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